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め有志により作成されたもので、
ATMEL社とは無関係であること
を御承知ください。しおりのはじ
めにでの内容にご注意ください。

AVR1921 :�XplainのAT90USB1287とATXmega128A1の
� ﾌｧーﾑｳｪｱ再書き込み

1. 序説
この応用記述は元のﾌｧーﾑｳｪｱまたはあなた自身の応用ｺー ﾄ゙でXlain上のAT90USB1287とATx 
mega128A1を再ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙(書き換えを)する方法を記述します。

要点
■ ATxmega128A1ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛーﾗ
■ 外部ﾒﾓﾘ
�・ 8Mﾊ゙ｲﾄ SDRAM
�・ 8Mﾊ゙ｲﾄ 直列DataFlash
■ AT90USB1287
�・ 通信交換器
�・ ATMEL® AVR® XMEGATM用書き込み器
■ ｱﾅﾛｸ゙入力(ADCへ)
�・ 温度感知器
�・ 可変抵抗器
■ ｱﾅﾛｸ゙出力(DACから)
�・ 可聴帯増幅器経由の単一ｽﾋ゚ー ｶ
■ ﾃ゙ｼ゙ﾀﾙ入出力
�・ USB交換器を通したUART通信
�・ 8つのﾏｲｸﾛ ｽｨｯﾁ釦
�・ 8つのLED
�・ 8つの予備ｱﾅﾛｸ゙ ﾋ゚ﾝ
�・ 8つの予備ﾃ゙ｼ゙ﾀﾙ ﾋ゚ﾝ

図1-1. Xplain評価ｷｯﾄ
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2. ﾌｧーﾑｳｪｱ書き換え

2.1. Xplain基板の給電

ﾊ゚ｿｺﾝ ﾎｽﾄまたはUSB電源ｱﾀ゙ﾌ゚ﾀへ接続することによってXplainｷｯﾄに給電してく
ださい。XplainのUSBｺﾈｸﾀは今日殆どの可搬型製品に使用されているﾐﾆB型で
す。

Xplainｷｯﾄをﾊ゚ｿｺﾝへ接続する場合、初回接続でXplain USBﾄ゙ﾗｲﾊ゙のｲﾝｽﾄーﾙが
必要とされるかもしれません。この応用記述(http://www.atmel.com/avr)と共に
配布されたZIPﾌｧｲﾙの¥sofutoware¥USB driver¥ﾌｫﾙﾀ゙内でｲﾝｽﾄーﾙ ﾌｧｲﾙを見
つけてください。使用するXplain/AT90USB1287ﾌｧーﾑｳｪｱ改訂版に対応するﾄ゙ﾗ 
ｲﾊ゙を選択してください。図2-2b.で示されるようにXplainの裏面で改訂IDを見つ
けるでしょう。後でﾌｧーﾑｳｪｱを改訂1版のAT90USB1287ﾌｧーﾑｳｪｱに置き換えるこ
とが可能で、その場合はUSBﾄ゙ﾗｲﾊ゙のｱﾝｲﾝｽﾄーﾙと新しいﾄ゙ﾗｲﾊ゙のｲﾝｽﾄーﾙが必
要とされます。

図2-1. Xplainｺﾈｸﾀ

AT90USB1287
JTAG接続

ATxmega128A1
JTAG&PDI接続

USB接続

図2-2a. Xplain改訂

図2-2b. Xplain改訂
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2.2. 書き込み済みﾌｧーﾑｳｪｱの使い方

ATxmega128A1に書き込み済みのﾌｧーﾑｳｪｱは釦押下時に音/音調を奏でる実演応用で動きます。

ATmega1287に書き込み済みのﾌｧーﾑｳｪｱはﾌ゙ー ﾄﾛー ﾀ゙と応用の2つの別個の領域から成ります。

ﾌ゙ ﾄーﾛー ﾀ゙はFLIP(無料のPC応用ｿﾌﾄｳｪｱ)とUSBｹー ﾌ゙ﾙを必要とするだけで、AT90USB1287の応用領域を更新する簡単な方法を使
用者に提供します。

書き込み済み応用はｼﾘｱﾙ ﾎ゚ ﾄーへ橋渡しをするUSBです。USBがPCのﾎｽﾄへ接続され、正しく列挙(認識)されている時に、AT90US 
B1287は通信交換器として動き、UARTとUSB間でﾃ゙ ﾀーを渡します(COMﾎ゚ー ﾄ)。USB電源ｱﾀ゙ﾌ゚ﾀから給電されている(故に列挙(認識)
されていない)時に、AT90USB1287はUARTで受信したﾃ゙ ﾀーを送り返します。

2.3. JTAGICEmkⅡを用いるATxmega128A1ﾌｧーﾑｳｪｱの書き換え

この手引きはAVR Studio 4がｲﾝｽﾄーﾙされていることを必要とします。AVR Studio 4.18でJTAGICEmkⅡを使用して元来のﾌｧーﾑｳｪｱ
をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙する(書く)方法を簡単に片付けます。

1. Xplain基板が給電されていることのを確認してください(「2.1. Xplain基板の給電」項を参照してください)。

2. 図2-1.で示されるように、JTAGICEmkⅡを"JTAG & PDI XMEGA"ﾋ゚ﾝ ﾍｯﾀ゙(J100)に接続してください。

3. Tools⇒Program AVR⇒Connectを選択し、AVR Studioでﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙ ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙を開いてください。"JTAGICEmkII"と"AUTO"を選択
して"Connect"をｸﾘｯｸしてください。

4. "Main"ﾀﾌ゙を選択し、ﾄ゙ﾛｯﾌ゚ﾀ゙ｳﾝ ﾘｽﾄから"ATxmega128A1"を選んでください。ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙形態として"JTAG mode"を選んでくださ
い。

5. "Program"ﾀﾌ゙を選択し、ﾌﾗｯｼｭ入力HEXﾌｧｲﾙ(¥firmware¥revision_XXX¥ATxmega128A1¥ATxmega128A1.hex)として応用記述と
共に提供されるXMEGAのHEXﾌｧｲﾙを選択してください。「Program」をｸﾘｯｸしてください。

今やﾃ゙ﾊ゙ｲｽは元来のﾌｧーﾑｳｪｱが書かれています。あなた自身の応用ｺー ﾄ゙をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙する(書く)のに同じ手順を用いることができま
す。

2.4. JTAGICEmkⅡを用いるAT90USB1287ﾌｧーﾑｳｪｱの書き換え

この手引きはAVR Studio 4がｲﾝｽﾄーﾙされていることを必要とします。正しいﾋｭー ｽ゙設定だけでなく、ﾌ゙ー ﾄﾛー ﾀ゙や応用をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙する
(書く)方法を簡単に片付けます。ﾌｧーﾑｳｪｱはJTAGICEmkⅡとAVR Studio 4.18でﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙され(書かれ)ます。

1. Xplain基板が給電されていることのを確認してください(「2.1. Xplain基板の給電」項を参照してください)。

2. 図2-1.で示されるように、JTAGICEmkⅡを"JTAG USB"ﾋ゚ﾝ ﾍｯﾀ゙(J200)に接続してください。

3. Tools⇒Program AVR⇒Connectを選択し、AVR Studioでﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙ ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙を開いてください。"JTAGICEmkII"と"AUTO"を選択
して"Connect"をｸﾘｯｸしてください。

4. "Main"ﾀﾌ゙を選び、ﾄ゙ﾛｯﾌ゚ﾀ゙ｳﾝ ﾘｽﾄから"AT90USB1287"を選んでください。ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙形態として"JTAG mode"を選んでください。

5. "Program"ﾀﾌ゙を選択し、ﾌﾗｯｼｭ入力HEXﾌｧｲﾙ(¥firmware¥revision_XXX¥AT90USB1287¥AT90USB1287.hex)として応用記述と共
に提供されるXMEGAのHEXﾌｧｲﾙを選択してください。「Program」をｸﾘｯｸしてください。

6. ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙ ﾀ゙ｲｱﾛｸ゙で"Fuses"ﾀﾌ゙を選んでください。ﾋｭー ｽ゙は以下で示されるように設定されるべきです(拡張:$FB,上位:$98,下位
:$DE)。

図2-2. USBﾋｭーｽ゙設定
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2.5. FLIPを用いるAT90USB1287応用ﾌｧーﾑｳｪｱの書き換え

この手引きはAVR Studio®とFLIPの両方がｲﾝｽﾄーﾙされていることを必要とします。USB応用ﾌｧーﾑｳｪｱをﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙する(書き込む)方
法を簡単に片付けます。FLIPを自立型応用としてして使用するには「AVR282:AT90USBに対するUSBﾌｧーﾑｳｪｱ更新」応用記述を参
照してください。

1. USBF電源を切断してください。

2. JTAGICEmkⅡを外して"JTAG USB"ﾋ゚ﾝ ﾍｯﾀ゙(J200)の1番ﾋ゚ﾝと2番ﾋ゚ﾝ間にｼ゙ｬﾝﾊ゚を配置してください。

3. ｺﾝﾋ゚ｭーﾀへUSBｹー ﾌ゙ﾙを接続してください。

4. これが始めて行われるなら、ﾌ゙ー ﾄﾛー ﾀ゙ ﾄ゙ﾗｲﾊ゙がｲﾝｽﾄーﾙされなければなりません。「新しいﾊー ﾄ゙ｳｪｱ検索ｳｨｻ゙ ﾄー゙」が立ち上がるで
しょう。「いいえ、今回はしません。」を選択してください。そして以下で示されるようになります。

図2-3. 新しいﾊー ﾄ゙ｳｪｱ検索

5. 「一覧または特定の位置からｲﾝｽﾄーﾙ(推奨)」を選択してください。「次へ」をｸﾘｯｸしてください。

6. 「検索にこの位置を含める」を選択してください。FLIPｲﾝｽﾄーﾙ ﾌｫﾙﾀ゙を選択し、以下で示されるようにUSBﾌｫﾙﾀ゙を選択してくださ
い。「次へ」をｸﾘｯｸしてください。

図2-4. ﾄ゙ﾗｲﾊ゙のﾊ゚ｽ選択

7. 「終了」をｸﾘｯｸしてください。

8. AVR Studioを開いてTools⇒Flip X.X.X.を選択してください。

9. Device⇒Select...⇒AT90USB1287を選択して「OK」をｸﾘｯｸしてください。

10. Settings⇒Communication⇒USBを選択して「開く」をｸﾘｯｸしてください。

11. "Operations Flow"下で"Erase","Program","Verify"のﾁｪｯｸを外してください。

12. File⇒Load hex fileを選択して、書き込むHEXﾌｧｲﾙを選択してください。USB応用ﾌｧーﾑｳｪｱ ﾌｧｲﾙ(¥firmware¥revision_XXX¥AT 
90USB1287¥Xplain_USB.a90)を選択し「OK」をｸﾘｯｸしてください。

13. 「Run」を押下してください。

今やﾃ゙ﾊ゙ｲｽはｼﾘｱﾙ交換器応用ﾌｧーﾑｳｪｱでﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾑされています。あなた自身の応用ｺー ﾄ゙をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙する(書く)のに同じ手順を用
いることができます。応用ｺー ﾄ゙を開始するために、"JTAG USB"ﾋ゚ﾝ ﾍｯﾀ゙(J200)のｼ゙ｬﾝﾊ゚を取り去り、電源をOFF/ONしてください。
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本応用記述はATMELのAVR1921応用記述(doc8301.pdf Rev.8301A-04/10)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複
する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じ
て一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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